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ミナミテナガエビの
種苗量産に成功しました
（2～3ページに関連記事）
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大野見発、 世界初！

ミナミテナガエビ
種苗量産に成功

2021 年春、

販売開始へ大きな一歩

　四万十川では、テナガエビ、ミナミテナガエビ、ヒラテテナガエビの 3種が生息していますが、近年は
その資源が減少し高知県では禁漁期間を設けるなどその回復に取り組んでいます。事業では 3種の中でも
主な漁獲対象になっているミナミテナガエビの種苗生産に取り組んできました。ミナミテナガエビに関す
る文献は少なく、テナガエビについて書かれた文献を再現する形で事業を進めてきましたがなかなかうま
くいかず、一つの課題を解決すると次の課題が現れることの繰り返しでした。今年は、テナガエビ類が幼
生期を過ごす河口から沿岸域の餌や水温、飼育環境などを想像し飼育し量産につながりました。
　テナガエビとミナミテナガエビは似た姿をしていますが、幼生期には少し異なる性質を持っていること
がこれまでの経験から明らかになりつつあります。更なる種苗の安定供給のためには幼生期に求められる
飼育環境をいかに水槽内で再現できるかが今後のポイントとなります。
　種苗が量産できるようになるまで少し期間を要しましたが、川で捕まえた卵を持ったエビを毎週のよう
に届けていただいたり、フィルターに使う布の裁縫をしていただいたりたくさんの方に応援いただきまし
た。また、昨年まで事業を実施していた会社からはこちらでは入手が困難な餌を引き続き提供いただくな
どご支援を頂いています。
　今回の成功はこれまでの知識や経験の蓄積に加え多くの方のご支援があってなしえたものと考えていま
す。今年生産された種苗は順調にいけば来春から夏にかけて出荷できるものと見込まれます。テナガエビ
が地域の新たな特産品として定着していけるようさらに取り組みを進めていきたいと考えています。

水産商工課・市川

　大野見で 6 年前から取り組んでいる「テナガエビ養殖事業」（事業実施主体：松下商店）において、ミナミテ

ナガエビという品種の種苗（テナガエビの赤ちゃん）の量産に世界で初めて成功しました。9 月現在で 10 万尾

に達しており、今期は 15 万尾の生産を見込んでいるとのことです。

　この事業は平成 8 年まで使用していた、四万十あゆ種苗センター（大野見・久万秋）を活用し 6 年前に研究

が始まりました。そこで、遊休施設となっていた施設を新たに活用できないかという検討がされ、中土佐町と地

元企業（株式会社マキテック）の連携事業としてテナガエビ類養殖事業が開始しました。今年 4 月からは松下

商店がその事業を継承しています。

　当時からテナガエビ類は全国的に激減しており、四万十川においても天然資源は最盛期の 50 分の１程度まで

落ち込んでいました。このまま減少が進むと四万十川の環境問題にも繋がりかねないという社会問題も背景にあ

り、研究を進めていくことでテナガエビ類の資源回復に寄与することも目的のひとつです。

　研究には高知大学も参画し、産官学民が関わり、研究が進められ、6 年目にあたる 2020 年 9 月、ミナミテ

ナガエビの養殖では、世界で初めて量産の安定化に至りました。

これまでの取り組み経過これまでの取り組み経過
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◎事業実施主体：松下商店／松下昇平

2020 年 3 月、地域おこし協力隊の任期満了。

2020 年 4 月から個人事業主として独立し、引

き続き、七面鳥（しまんとターキー）の販売促

進事業を主たる事業とし、今度からテナガエビ

類養殖事業についても実施主体となった。

新たな「タンパク源」として非常に重要な産業

であると考え、事業を進めている。

　正岡さんは大野見出身の 21 歳。県外で仕事に就いたのち、大
野見に帰ってこられ、この養殖事業をゼロから学び、今では必
要不可欠な存在になりました。
　今後の展開が楽しみで、来年の販売開始に期待が膨らみます。

　今回の成功については、販売に向けての大きな一歩になっ

たと感じています。松下商店としては、2020 年 4 月から

このテナガエビ類養殖事業を継承しました。これまでの 5 年

間、多くの方のご尽力により支えられており、「種苗の量産」

という最初の成功を収めたことについては「喜び」と同時に

「責任感」の気持ちでいっぱいです。

　今後、これまでの研究に加えて、来年の春の販売に向けて

さらなる努力が必要になります。今回の種苗量産を踏まえて、

すでに多くの飲食店、個人からの問い合わせをいただいてお

り、養殖へのより一層の励みにもなっています。

　次の目標は「安定した販売」になりますが、このテナガエ

ビが「しまんとテナガエビ」として大野見の新たな特産品と

して認知されることも大きな目標のひとつです。

　また、この養殖事業は四万十川流域の環境保全としての役

割も果たしていきたいと考えており、「放流」などできるこ

とから少しずつ実施していく予定です。

　養殖、販売、雇用という面において安定的に持続していく

ことを意識しながら、今回の成功をさらに未来に繋げたいと

考えています。

「しまんとテナガエビ」の養殖事業の事業部長、
正岡千

ち さ
沙さんにインタビュー！

Q. 今回の種苗の量産が成功したことについて、今のお気持ちを

　正直、ここまで成功すると思っていなかったのでびっくりし

てます。あとは、素直にすごく嬉しいです。

Q. 養殖事業においてのモチベーションについて

　赤ちゃんの時から育てていくので、稚エビになって元気に泳

いでる姿を見ると頑張って良かったと思います。

Q. 今後について

　今年育てた稚エビをどれだけ来年に残せるか。これからのこ

とは経験がないことなので失敗することもあるかもしれないで

すが、めげずに頑張っていきたいと思います。

これからに向けて　　　松下商店 ・ 松下 昇平
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こども情報局こども情報局こども情報局

大野見
小学校
児童37人

　久礼保育所では９月 4 日（金）に全園児で、お店屋さんごっ

こをしました。

　日頃から廃材などで制作をすることが好きだった年長児

が、自分たちで作ったものを年下の友だちにプレゼントを

したいという気持ちから始まり、様々な物を使ってアクセサ

リーや、アイスクリーム、めがね、バッグなどを作りました。

　当日は「いらっしゃいませー！」と元気に呼び込んだり、

「どれにする？」「おかねをわたしてね」と優しく買い方を教

えたり、お兄さん、お姉さんとして接していました。お客さ

んの子どもの中にも、「おかあさんにこうちゃろう！」と嬉

しそうに選ぶ姿も見られました。

　今年は新型コロナウィルス感染拡大防止のため、年長児に

とっては、保育所生活最後の行事が無くなったり、縮小され

たりしていますが、少しでも子どもたちが楽しめる行事に

なったことと思います。

（保育士　杉野 沙織）
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～其の五十二～

敬語

「２度目の四万十きこり塾」 参加者募集しています！
【日程】11 月 14 日～ 11 月 15 日（1 泊 2 日）

【場所】高知県高岡郡四万十町大正

　　　　「ヤイロチョウトラストの森」

【対象者】チェーンソー講習会を受けたことのある人。

特に、その後チェーンソーを使っていない人。

【募集人数】10 人程度

【申込締切】令和 2 年 10 月 16 日（金）

【参加費】1 人 8,000 円

※宿泊・食事は実費負担となりますので

費用のご相談を承ります。

【主催団体】公益財団法人　四万十川財団

【目的】

　四万十川財団では、県民共有の財産で

ある四万十川をみんなで守り、清流を後世に引き継い

でいくことを目的とし活動しています。その目的達成

のためには、過疎・高齢化等により荒廃しつつある人

工林の間伐促進が不可欠であると考えています。そこ

で、山と人をもう一度結び付け、実際に間伐作業を行

うことで森林ボランティア参加のきっかけにしていこ

うと考えています。

【注意事項】

・山林の中での実習ですので、防寒着等の準備をお願

いします。

・安全な実習をしていただくため、参加者には補助員（森

林ボランティア）がつきます。

・研修で使用するチェーンソー、ヘルメット、防具

（チャップス）は当財団で用意します。

・地下足袋、もしくは絞りの付いた長靴をご用意くだ

さい。運動靴、スニーカーは厳禁です。

・受講中、注意や指示などを遵守できない方で、安全

な実習が見込めない方は途中で講義を打ち切らせてい

ただく場合があります。その際のご返金は致しかねま

す。

・小雨決行。安全確保のため天候を見て、カリキュラ

ムの変更をする場合があります。事前にご連絡します

が、雨具の準備をお願いします。

【問い合わせ先】

公益財団法人　四万十川財団（担当：丸石）

☎ 0880-29-0200

メール：office@shimanto.or.jp
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百歳
おめでとうございます！
　今年度、町内で百歳を迎えられる方は下記の 11人です。

中村須美さん 鍋嶋稔さん

西村茂尾さん 山本繁子さん

　一世紀を生き抜いてこられた皆様、本当におめでとうござい

ます。11 人の方には、内閣総理大臣からお祝い状と記念品が

贈られ、池田洋光町長から手渡されました。

　令和２年９月末現在、町内には百歳を超える方が 18 人おい

でます。最長寿は 104 歳の池田幸子さん、土居豊野さん、奥代

進さんです。これからもお元気で、健やかにお過ごしください。

（健康福祉課）

お名前 行政区名 お名前 行政区名

竹田清子さん 久礼大正西二 西村茂尾さん 大野見吉野

中村須美さん 矢井賀 5区 岡田静枝さん 久礼末広町

南部愛子さん 上ノ加江網代 田口末子さん 上ノ加江網代

戸田冨美子さん 上ノ加江網代 鍋嶋稔さん 上ノ加江 10 区

山本繁子さん 久礼神山西 大﨑初枝さん 上ノ加江網代

高尾照子さん 上ノ加江網代 ※順不同

※一部の方のお名前を平易な表記にさせていただ
いております。
※新型コロナウイルスの感染拡大防止により御面
会が叶わず全員のお写真は掲載いたしません。ま
たお会いできる日を楽しみにしております。
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泣いて笑って、一緒に歩んだ 50年

　高知新聞企業主催の第 63 回金婚夫婦式典が 9月 1日、土佐市において開催されました。中土　高知新聞企業主催の第 63 回金婚夫婦式典が 9月 1日、土佐市において開催されました。中土
佐町からは申し込みのあった 5組のご夫婦が祝福を受けられました。佐町からは申し込みのあった 5組のご夫婦が祝福を受けられました。
　昭和 45 年にご結婚され今年で 50 年。喜怒哀楽、様々な出来事をお 2人で共感し、乗り越えて　昭和 45 年にご結婚され今年で 50 年。喜怒哀楽、様々な出来事をお 2人で共感し、乗り越えて
こられたと思います。本当におめでとうございました。こられたと思います。本当におめでとうございました。

　高知新聞企業主催の第 63 回金婚夫婦式典が 9月 1日、土佐市において開催されました。中土
佐町からは申し込みのあった 5組のご夫婦が祝福を受けられました。
　昭和 45 年にご結婚され今年で 50 年。喜怒哀楽、様々な出来事をお 2人で共感し、乗り越えて
こられたと思います。本当におめでとうございました。

髙橋　髙橋　和和
かずよか ず よ
代代さんさん（73）（73）・・守守

まもるまもる

さんさん（78）（78）
久礼  久礼  

髙橋　和
かずよ
代さん（73）・守

まもる

さん（78）
久礼  

今年金婚式を迎えられたのは、昭和 45（1970）年にご結婚された方今年金婚式を迎えられたのは、昭和 45（1970）年にご結婚された方

――　昭和 45（1970）年の出来事　――――　昭和 45（1970）年の出来事　――
今年金婚式を迎えられたのは、昭和 45（1970）年にご結婚された方

――　昭和 45（1970）年の出来事　――
日本万国博覧会（大阪万博）開催
アニメ「あしたのジョー」放映開始

国道56号焼坂道路開通
                                など

金 婚金 婚
おめでとうございますおめでとうございます

金 婚金 婚
おめでとうございますおめでとうございますおめでとうございますおめでとうございます
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前田　前田　宣宣
のぶこの ぶ こ
子子さんさん（75）（75）・・清清

きよしきよし

さんさん（77）（77）
久礼  久礼  

前田　宣
のぶこ
子さん（75）・清

きよし

さん（77）
久礼  

田上　田上　益益
ますいま す い
伊伊さんさん（74）（74）・・庄庄

しょうきちしょうきち
吉吉さんさん（78）（78）

  大野見  大野見
田上　益

ますい
伊さん（74）・庄

しょうきち
吉さん（78）

  大野見

山中　山中　小小
さ え こさ え こ
枝子枝子さんさん（75）・（75）・英英

ひでおひ で お
男男さんさん（77）（77）

  久礼  久礼
山中　小

さ え こ
枝子さん（75）・英

ひでお
男さん（77）

  久礼

畝原　畝原　和和
たかこた か こ
子子さんさん（77）（77）・・    博博

ひろゆきひろゆき
之之さんさん（77）（77）

笹場笹場
畝原　和

たかこ
子さん（77）・  博

ひろゆき
之さん（77）

笹場
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●
令
和
元
年
度
決
算
の
状
況
と

今
後
の
財
政
見
通
し

　

令
和
元
年
度
の
決
算
は
、
国
保
会
計
及
び

簡
易
水
道
事
業
会
計
を
除
く
各
会
計
で
安
定

的
な
運
営
が
行
わ
れ
、
健
全
化
判
断
比
率
お

よ
び
資
金
不
足
比
率
は
、
引
き
続
き
健
全
な

状
態
。
公
共
施
設
移
転
等
事
業
の
用
地
造
成

な
ど
の
財
源
と
な
る
地
方
債
の
償
還
が
始
ま

り
、
実
質
公
債
費
比
率
は
昨
年
度
比
プ
ラ
ス

２
・
２
ポ
イ
ン
ト
の
10
・
０
。
こ
れ
ま
で
取

り
組
ん
で
き
た
防
災
対
策
や
産
業
・
観
光
振

興
な
ど
各
種
施
策
を
継
続
し
て
実
施
し
、
新

体
制
の
も
と
新
た
な
町
づ
く
り
に
も
取
り
組

み
、
中
長
期
的
な
視
点
で
将
来
に
向
け
引
き

続
き
健
全
な
財
政
運
営
を
図
っ
て
い
く
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
及
び

関
係
各
種
事
業

　

国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、

町
内
の
消
費
拡
大
に
よ
る
事
業
者
の
応
援
及

び
町
民
の
生
活
支
援
対
策
と
し
て
「
な
か
と

さ
地
域
応
援
商
品
券
事
業
」
を
計
画
し
て
い

る
。
住
民
１
人
あ
た
り
２
万
円
分
の
商
品
券

を
全
世
帯
主
に
配
布
し
、
う
ち
２
千
円
分
は

飲
食
店
専
用
券
。
ま
た
避
難
所
で
の
感
染
症

対
策
用
の
簡
易
ト
イ
レ
購
入
や
、
衛
生
用
品

等
を
備
蓄
す
る
プ
レ
ハ
ブ
倉
庫
を
整
備
し
、

今
年
４
月
27
日
か
ら
今
年
度
末
ま
で
の
間
に

妊
娠
期
間
が
あ
る
方
を
対
象
と
し
た
10
万
円

の
給
付
を
行
う
「
中
土
佐
町
プ
レ
マ
マ
応
援

給
付
金
事
業
」
も
計
画
し
て
い
る
。

●
大
野
見
地
域
行
政
懇
談
会

　

８
月
20
日
か
ら
21
日
に
か
け
て
、
大
野
見

地
域
の
北
地
区
、
中
央
地
区
、
南
地
区
の
３

会
場
で
行
政
懇
談
会
を
開
催
。
延
べ
59
人
の

皆
様
に
参
加
い
た
だ
き
、
大
野
見
地
域
の
将

来
へ
の
切
実
な
思
い
や
今
後
に
向
け
て
ご
意

見
ご
要
望
な
ど
議
論
を
交
わ
し
た
。

　

新
し
い
体
制
は
庁
舎
の
建
物
を
「
大
野
見

振
興
局
」
と
し
、
地
域
振
興
課
は
課
長
を
含

め
正
職
員
４
人
、
会
計
年
度
任
用
職
員
３
人

の
基
本
７
人
体
制
と
し
、
北
地
区
、
南
地
区

の
集
落
支
援
員
は
別
に
活
動
を
継
続
。
ま
た

「
ま
ち
づ
く
り
課
」
総
合
企
画
係
の
正
職
員

３
人
に
県
派
遣
の
地
域
支
援
企
画
員
１
人
を

配
置
し
、
総
勢
13
人
体
制
で
業
務
を
行
う
。

　

こ
れ
ら
に
対
し
参
加
者
か
ら
職
員
体
制
の

人
員
不
足
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
機
能
低
下
の
懸

念
や
、
地
域
づ
く
り
の
先
行
き
不
安
な
ど
多

数
の
意
見
を
寄
せ
ら
れ
た
が
、
合
併
後
大
野

見
で
継
承
し
て
き
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
低
下

さ
せ
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
申
し
上
げ
、
一
定
の
ご
理
解
を

い
た
だ
け
た
と
思
う
。

●
公
共
施
設
移
転
等
事
業

　

「
新
庁
舎
建
設
工
事
」
は
９
月
１
日
現
在
、

経
過
率
86
・
４
％
、
進
捗
率
80
・
２
％
。
予

想
外
の
追
加
工
事
や
7
月
の
長
雨
な
ど
も
重

な
り
、
工
期
末
は
11
月
30
日
か
ら
12
月
15
日

へ
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
「
高
幡
消
防

組
合
中
土
佐
分
署
建
設
工
事
」
は
９
月
１
日

現
在
、
経
過
率
80
・
３
％
、
進
捗
率
は
78
・
９
％

で
、
工
期
末
予
定
は
11
月
末
か
ら
半
月
ほ
ど

早
く
な
る
見
込
み
。
竣
工
式
は
久
礼
保
育
所

が
10
月
19
日
、
高
幡
消
防
組
合
中
土
佐
分
署

が
12
月
15
日
、
役
場
庁
舎
は
12
月
27
日
に
執

り
行
う
予
定
。
新
し
い
施
設
で
の
業
務
開
始

は
、
久
礼
保
育
所
が
１
月
４
日
、
高
幡
消
防

組
合
中
土
佐
分
署
が
同
７
日
、
役
場
庁
舎
は

同
12
日
を
予
定
。

●
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策

　

今
年
11
月
８
日
に
計
画
し
た
町
内
一
斉
の

総
合
防
災
訓
練
は
、
県
内
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
に
よ
り
、
当
初
予
定

し
て
い
た
住
民
参
加
型
の
大
規
模
な
避
難
訓

練
の
実
施
は
見
合
わ
せ
、
役
場
職
員
に
よ
る

医
療
救
護
所
の
開
設
、
感
染
症
対
策
を
し
た

避
難
所
の
開
設
な
ど
総
合
的
な
訓
練
を
実
施

し
た
い
。
地
震
揺
れ
対
策
で
は
、
本
年
度
各

事
業
の
申
し
込
み
実
績
が
８
月
末
現
在
で
木

造
住
宅
耐
震
工
事
23
件
、
老
朽
住
宅
除
却
22

件
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
除
却
13
件
と
、
引
き
続
き

多
く
の
照
会
や
申
請
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

●
大
野
見
し
ん
ま
い
フ
ェ
ス
タ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
が

徹
底
さ
れ
る
状
況
に
鑑
み
、
オ
ン
ラ
イ
ン
な

ら
ぬ
ラ
ジ
オ
番
組
に
お
い
て
開
催
す
る
。
Ｆ

Ｍ
高
知
で
の
番
組
『
タ
ン
パ
ク
質
王
子
の
マ

ン
デ
ー
タ
ー
キ
ー
』
の
特
別
篇
と
し
て
、「
今

年
は
ラ
ジ
オ
で
開
催
！
第
15
回
大
野
見
し
ん

ま
い
フ
ェ
ス
タ
Ｓ
Ｐ
！
」
を
10
月
17
日
（
土
）

の
55
分
間
、
大
野
見
地
区
内
か
ら
生
放
送
番

組
と
し
て
準
備
し
、
大
野
見
米
の
Ｐ
Ｒ
や
新

米
コ
ン
テ
ス
ト
、
リ
ス
ナ
ー
へ
の
特
産
品
プ

レ
ゼ
ン
ト
な
ど
を
企
画
し
て
い
る
。

9 月 7 日開会の中土佐町議会定例会で、
池田町長は、当面の町の重要課題等に
ついて、次のように述べました。
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行政からのお知らせ行政からのお知らせ

国勢調査の回答はお済みですか？

●国勢調査は、2020 年（令和 2 年）10 月１日現在、日本に住んでいるすべての人及び世帯が対象です。

●９月中旬から、調査員がみなさまのお宅を訪問し、調査書類をお配りしています。

●まだ回答がお済みでない場合は、速やかにご回答をお願いします。

●国勢調査の結果は、高齢者の介護・医療、雇用対策、児童福祉、地域の活性化、防災対策など、私たちの

　暮らしのさまざまな分野で役立てられる基礎データになります。

●新型コロナウイルス感染症の発生と感染拡大を防止し、みなさまと調査員の安心・安全を確保するため、

　調査員はマスク着用のうえ、調査書類の配布や調査票の受け取りを、一定の距離を保ちつつ簡潔に行わせて

　いただきます。

●調査書類が届いていない場合は、役場総務課国勢調査係までご連絡ください。

国勢調査については、「国勢調査 2020 総合サイト」をご覧ください。
https://www.kokusei2020.go.jp/

総務省・高知県・中土佐町

【問い合わせ先】

中土佐町役場　総務課　統計係　☎ 52-2211

月 火 水 木 金 土

午前 ● ● ●
上ノ
加江

● ●

午後 ● ● ● 休診 ● 休診

【診療日】月～水・金～土曜日
午後の診療 （13時 30分～17時）も行なっています！

内科・消化器内科 
クリニック土佐久礼クリニック土佐久礼 ☎ 52-2800インフルエンザインフルエンザの予防接種予防接種を

受けましょう！
※65歳以上の高齢者や重症化リスクの
　高い患者様を優先しております

胃・大腸内視鏡検査を行なっております。
お気軽にご相談ください。

 広 告
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 広 告

環境ひとくちメモ
　ごみの野焼きは一部の例外を除いて法律で禁止されごみの野焼きは一部の例外を除いて法律で禁止され

ています。ています。野焼きは、悪臭や煙による近隣住民とのト野焼きは、悪臭や煙による近隣住民とのト

ラブルや、有害物質の発生による健康被害の原因となラブルや、有害物質の発生による健康被害の原因とな

りますので、絶対にしないでください。りますので、絶対にしないでください。

　また、農業・林業・漁業でやむを得ず行う場合など　また、農業・林業・漁業でやむを得ず行う場合など

のの例外的に認められる場合でも、むやみに行ってよい例外的に認められる場合でも、むやみに行ってよい

ものではありません。煙の量や臭い、風向きなどにはものではありません。煙の量や臭い、風向きなどには

十分に注意してください。十分に注意してください。

【問い合わせ先】【問い合わせ先】町民環境課　☎ 52-2213町民環境課　☎ 52-2213

行政からのお知らせ行政からのお知らせ

鰹乃國の湯宿

〒 789-1301 中土佐町久礼 8009-11
☎ 0889-52-3500

昼食会プラン昼食会プラン昼食会プラン昼食会プラン
◆ご予算◆
お一人様 2,500 円（税別）～

※飲み物代は別途必要です

◆ご利用時間◆
11 時 30 分～ 14 時

◆お申込み◆
5 人以上からご予約受付します

3 日前までにご予約ください※写真はイメージです。※写真はイメージです。

和定食 慶事、法要後にもご利用ください

最低賃金改正のお知らせ
　高知労働局では、県内すべての労働者に適用される
「高知県最低賃金」を改正し、令和 2年 10 月 3日から
施行することとしました。
　この決定により、令和 2年 10 月 3 日以降分として
労働者に支払う賃金は、1時間 792 円以上としなけれ
ばなりません。

【最低賃金についてのお問い合わせ先】
高知労働局（賃金室）　☎ 088-885-6024
須崎労働基準監督署　☎ 088-885-6031

踏切事故防止
キャンペーンについて

　踏切事故は、一旦発生すると重大な事故につながるおそ
れが高く、その原因のほとんどが直前横断（遮断機くぐり、
突破、警報無視、一時停止確認の不履行）と停滞（退出不能）・
落輪であることから、踏切通行者のマナー向上が望まれる
ところです。
　踏切事故防止推進協議会では、踏切事故防止に関する広
報活動の一環として、以下のとおり「踏切事故防止キャン
ペーン」を展開し、自動車ドライバー等に対し踏切事故防
止に対する意識の高揚を図ることとしましたので、皆様の
ご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。

【実施期間】11 月 1日（日）～ 11 月 10 日（火）
【実施機関】踏切事故防止推進協議会
【スローガン】「きけんです　むりなおうだん　いのちとり」

【問い合わせ先】
踏切事故防止推進協議会事務局　☎ 087-802-6762

　10 月 24 日・25 日の２日間、高齢者・障害者

の成年後見についての電話による無料法律相談を

実施いたします。ご本人以外でも、ご親族など高

齢者や障害者に携わっている方からの相談もお受

けします。予約は不要ですので、お気軽にご相談

ください。

【相談日時】10 月 24 日（土）17 時～ 20 時

25 日（日）10 時～ 12 時

【問い合わせ先】

公益社団法人成年後見センター・リーガルサポー

ト高知　　☎ 088-825-3141

　当日の相談電話番号は、上記の電話番号にお問

い合わせいただくか、高知県司法書士会のホーム

ページでご確認ください。

「高齢者 ・障害者のための

成年後見無料電話相談会」
実施のお知らせ
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行政からのお知らせ行政からのお知らせ

☆からだにえいよぉ～☆☆からだにえいよぉ～☆
～栄養知っトク情報～

正
しょうじ
司 大

はじめ
　管理栄養士

　運動するのに気持ちのよい季節となりましたね。運動をすると筋肉などの

体組織が消耗します。傷ついた筋肉を効率よく修復するには『タンパク質』

と『糖質』を同時に摂取することが望ましいといわれています。食べるタイ

ミングや食べる内容を意識しながら、消耗した体を上手に回復させましょう。

注）軽度の運動（軽めのジョギングや筋トレなど）をする場合の目安です。食べすぎには注意しましょう。

運動の前後 食べるタイミング 食べる内容

運動の前 運動する 30 分～ 1時間前
・小さめのおにぎり
・バナナ
・スムージー　など

運動の後 運動後 30 分以内

【主にタンパク質を含む食品】
・牛乳　・ヨーグルト　・チーズ
・サラダチキン　　など

【主に糖質を含む食品】
・おにぎり　・バナナ　など
※組み合わせて摂取します

新型コロナウイルス感染症に関連する

不当な差別や偏見をなくしましょう

　新型コロナウイルス感染症に関連して、各地で感染
者・濃厚接触者、医療従事者等に対する根拠のない言
動や嫌がらせが発生しています。誤解や偏見に基づく
差別を行うことは決して許されません。
　高知地方法務局では，新型コロナウイルス感染症に
関連する不当な差別、偏見、いじめ等の被害に遭った
方からの人権相談を受け付けています。
　困った時は一人で悩まず、高知地方法務局に相談し
てください。 

【相談先】
みんなの人権 110 番　☎ 0570-003-110
子どもの人権 110 番　☎ 0120-007-110
女性の人権ホットライン　☎ 0570-070-810
インターネット人権相談　https://www.jinken.go.jp/
電話の受付時間：平日 8時 30 分から 17 時 15 分まで

小型船舶操縦士免許更新講習の
お知らせ

【開催日時】令和 2 年 12 月 5 日（土）

　　　　　　受付開始  13 時～

　　　　　　講習開始  13 時 30 分～

【開催場所】浦分コミュニティセンター

【対 象 者】有効期限が令和 4 年 2 月末までの方

【申 　 込】令和 2 年 11 月 20 日（金）まで

下記のものを久礼漁協に持参

【申し込み時に必要なもの】

１．小型船舶操縦士免許証（写）

２．写真 2 枚（縦 4.5cm ×横 3.5cm）

３．費用…更新 （有効期限内）　　10,500 円

　　　　　失効再交付（有効期限切れ）　19,500 円

※住所変更等の記載事項に変更のある方は住民票が必要

※操縦免許証を紛失された方は、車の免許証のコピー

　が必要

【問い合わせ先】久礼漁協　　☎ 52-2111
                          水産商工課　☎ 52-2473
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行政からのお知らせ行政からのお知らせ

■気になることや心配ごと…ご相談ください
【相談先】
・中土佐町役場健康福祉課（保健センター内）　☎ 52-2662
【受付時間】月～金曜日（祝祭日は休みです）　午前８時 30 分～午後 5 時 15 分

内科・消化器内科・循環器内科
呼吸器内科・外科・肛門外科
リハビリテーション科・人間ドック

医療法人 千博会
ネオリゾート ちひろ病院
　　　　　　　　　院長　浜口　潔

〒 785-0008　須崎市中町１-６-２５
TEL  ４２- ２５３０　　FAX  ４２- ２５３２
〔併設施設〕居宅介護支援事業所  ちひろ

 広 告

障
害
福
祉
だ
よ
り

障
害
福
祉
だ
よ
り

　９月号で訪問系のサービスについて掲載しましたが、今月号は、日中活動系のサービスの種
類について掲載します。

サービス名 サービス内容

昼
間
の
活
動
を

支
援
す
る
た
め
に

生活介護
常に介護が必要な人に、施設で主に昼間、入浴、排せつ、食事
などの手助けをします。また、ものをつくり出す創作的・生産
的活動の機会の提供も行います。

療養介護
病院などの施設で、医療が必要で、常に介護も必要な人に機能
訓練や療養上の管理、看護、日常生活上の支援などをします。
医療機関に入院して行うこともあります。

自
立
や
就
労
を
支
援
す
る
た
め
に

自立訓練
（機能訓練・生活訓練）

自立した日常生活や社会生活ができるように、一定期間、身体
機能や生活能力を向上させるための訓練をします。

就労移行支援 一般企業などで働くことを希望する人に、一定期間、必要とな
る知識や能力を向上させるための訓練をします。

就労継続支援
（Ａ型・Ｂ型）

一般企業等で働くことが難しい人に、支援を受けながら働く場
所を提供し、必要となる知識や能力を向上させるための訓練を
します。雇用契約を結ぶＡ型と、雇用契約を結ばないＢ型があ
ります。

就労定着支援
一般就労へ移行した障害のある人が、就労にともなう環境変化
による生活面の課題に対応できるように企業や自宅への訪問、
来所により必要な支援をします。

＊町内には、
就労継続支援Ｂ型事業所『鰹乃國の萬屋』があり、
【ストックヤード】【鰹乃國のめし屋　萬や】【よろず
ai 工房】３つの作業所があります。

●日中活動系サービスについて

次号は、居住系サービスについて掲載します。

当院では次の専門医師が診察をしております。
・日本呼吸器内科専門医　・日本循環器内科専門医
・総合内科専門医　　　　・消化器内視鏡専門医
・消化器病専門医　　　　・肝臓専門医
早めの受診で病気の早期発見と早期治療に努め
ましょう。診察のお問い合わせは、右の電話番
号にてお尋ねください。

＊ 専門医師の診察のお知らせ ＊
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8/16 ～ 9/15 の池田町長の動向を報告します。8/16 ～ 9/15 の池田町長の動向を報告します。
※庁舎内での用務等は、紙面の都合で割愛しています。※庁舎内での用務等は、紙面の都合で割愛しています。

町長の手帳

◆
年
　
金
◆

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

法
及
び
地
方
税
法
上
、
健
康
保
険

や
厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料

を
納
め
た
場
合
と
同
様
に
、
社
会

保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課

税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
令

和
２
年
１
月
か
ら
令
和
２
年
12
月

ま
で
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の
全

額
で
す
。
過
去
の
年
度
分
の
保
険

料
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け

で
な
く
、
ご
家
族
（
配
偶
者
や
お

子
様
等
）
の
負
担
す
べ
き
国
民
年

金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、

そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ
て
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
中
に
納
付
し
た
国

民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会

保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
と

き
に
、
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と

を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
令
和
２
年
１
月
１

日
か
ら
令
和
２
年
９
月
30
日
ま
で

の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
方
に
は
、
11
月
上
旬
に
日

本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

が
送
ら
れ
る
予
定
で
す
の
で
、
申

告
書
の
提
出
の
際
に
は
必
ず
こ
の

証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
10
月
１
日
か

ら
令
和
２
年
12
月
31
日
ま
で
の
間

に
、
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
ら
れ
た
方
に
は
、
翌

年
の
２
月
上
旬
に
送
ら
れ
る
予
定

で
す
。

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年

金
は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の

事
故
な
ど
万
一
の
と
き
に
も
心
強

い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
。
保
険

料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
、
き

ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
年
金
機
構
の
全
国
の
年
金

事
務
所
で
は
、
年
金
相
談
や
年
金

請
求
手
続
き
に
つ
い
て
、
「
事
前
予

約
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
待
た

せ
時
間
の
少
な
い
「
予
約
相
談
」

を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
予
約
相
談
希
望
日
の
１
か
月
前

か
ら
前
日
ま
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

◆
お
申
し
込
み
の
際
は
、
基
礎
年

金
番
号
の
わ
か
る
も
の(

年
金
手

帳
や
年
金
証
書
な
ど)

を
ご
用
意

く
だ
さ
い
。

　

ご
予
約
方
法
は
、
全
国
共
通

の

予

約

専

用

受

付

電

話
「

☎

０
５
７
０
‐
０
５
‐
４
８
９
０
」、

ま
た
は
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所

に
、
電
話
・
来
訪
時
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

高
知
西
年
金
事
務
所

☎
０
８
８
‐
８
７
５
‐
１
７
１
７

※
ご
連
絡
の
際
は
、
基
礎
年
金
番

号
の
分
か
る
年
金
手
帳
や
年
金
証

書
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

町
民
環
境
課　

☎
５
２
‐
２
２
１
３

年
金
相
談
・
お
手
続
き
の
際
に
は
、

ぜ
ひ
ご
予
約
を
！

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す

　
〜
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で

　
　
　
　
　
　
　  
大
切
に
保
管
を
！
〜
　

８
月
18 火 香美市林政事業勉強会（香美市）

20 木 特別養護老人ホーム高原荘決算監査

大野見地域行政懇談会①（南地区）

21 金 大野見地域行政懇談会②（北地区）

大野見地域行政懇談会③（中央地区）

23 日 上ノ加江公民館落成式

24 月
令和 2年第 4回中土佐町議会臨時会

四国経済産業局来庁

9月補正予算 町長査定

25 火 テレビ高知「高知（じもと）で遊ぼう！」収録

26 水 高知県市町村総合事務組合議会定例会

総務省政策説明会・知事と町村長との意見交換会

27 木
矢井賀地区地域おこし協力隊員着任あいさつ

高知県畜産振興課来庁

NEXCO 西日本来庁

28 金 国保運営協議会

31 月 一般質問検討会

９
月 1 火（文化財）地域おこし協力隊員着任あいさつ

第 63 回金婚夫婦祝福式典（土佐市）

2 水 庁議

台風 9号対応協議

3 木 四万十交通臨時株主総会

4 金 台風 10 号対応協議

7 月 令和 2年 9月中土佐町議会定例会開会

8 火 清掃組合協議

介護保険事業計画策定委員会

9 水
高知県道路課・道路利用者会議協議

建通新聞高知支局長あいさつ

四国電力 LED 街路灯寄贈式

10 木 県公報広聴課・県民座談会協議

全国町村会 正副会長会テレビ会議

11 金 株式会社高知ミツトヨ来庁

秋の中土佐町交通安全町民会議

12 土 久礼中学校体育祭

14 月 令和 2年 9月中土佐町議会定例会 一般質問①

15 火 令和 2年 9月中土佐町議会定例会 一般質問②

百歳高齢者訪問①

▼
問
い
合
わ
せ
先
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健康福祉課　☎ 52-2662健康福祉課　☎ 52-2662

健
康 福 祉 課 だ よ

り
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　新型コロナウイルス感染症への不安から、外出を控えることで生活が不活発になり、運動不足になりがちです。

スポーツ庁によると、活動制限・運動不足が長期化することにより、ウイルス感染への不安やストレスの蓄積、

体重の増加や生活習慣病の発症および悪化、体力の低下、子どもの発育・発達不足など、健康へ様々な影響が出

るとの報告があります。

　日常生活の中に、意識的に運動やスポーツを取り入れることで、予防や改善につなげることができます。

●自己免疫力の向上：感染に対する抵抗力

●ストレスの解消：メンタルヘルスの改善

●体重コントロール：生活習慣病の予防・改善

●体力の維持・向上：筋力の維持・向上

●血流の促進：腰痛・肩こりの改善　冷え性・便秘の解消　良好な睡眠

スポーツ庁「新しい生活様式におけるスポーツの在り方」より

運
動
の
効
果

『健康チャンス』とは…

①運動（歩数や運動時間）、②血圧や体重、③休肝日、

④朝食、⑤歯磨きの 5 つから最大 3 つまで選び、一

定期間記録をおこなうことで、「高知家健康パスポー

ト」のヘルシーポイントシールがもらえます。

※ 20 歳以上の方ならどなたでも参加できます。

　さらに、中土佐町民に限り、ヘルシーポイントシー

ルを 10 ポイント貯めると町内の一部施設で利用で

きたり、保育所等への寄付ができる 500 円相当の「満

点カード」をプレゼント !!

　運動など“健康”を意識した取り組みを続けるこ

とで特典がもらえる仕組みです。

　是非チャレンジしてみてください。

　“いつでも・どこでも・だれも”が気軽にできるこ

とで知られる『ラジオ体操』には次のような効果が

期待できます。

　　・筋肉の働きの活性化

　　・姿勢の改善

　　・肩こりや腰痛の改善

　　・内臓の働きの活性化、便秘予防

　　・骨密度、関節機能の維持

　　・血行の促進　　　など

短時間で全身に効果のある体操です。

　仕事の前後やご家庭、またご近所さん同士で毎日

取り組んでみませんか？

【職場や地域の集会所、イベント等で実施したい場合】

　ラジオ体操指導士の派遣やラジオ体操のＣＤ・Ｃ

Ｄプレーヤーなどの貸し出しもできます。

「３つの密」にならない運動・スポーツの種類ごとの留意点

●ウォーキング、ジョギング
　①一人または少人数で実施する

　②すいた時間、場所を選ぶ

　③他の人との距離を確保する

　④すれ違う時は距離をとる

●その他共通
　①活動前後に水分補給をする

　②周りの人と十分な距離が取れている時はマスクを外す（酸素を取り込む）

　③家に帰ったら忘れずに「手洗い」と「うがい」をする

●筋トレ・ヨガ
　①自宅で動画を活用する

　②こまめに換気する

運動不足の解消にあなたも「健康チャンス」を
始めてみませんか？

『ラジオ体操』はすぐれた健康法です

×密閉　×密集　×密接×密閉　×密集　×密接

新しい生活様式の中に適度な運動を取り入れましょう‼新しい生活様式の中に適度な運動を取り入れましょう‼

※ひとつでも該当しないように注意しましょう

↔

↔

↔

↔

なるべく
距離をあける

スポーツ庁「安全に運動・スポーツをするポイントは？」より



15広報なかとさ　№ 178 ――――― ―――――　2020 年 10 月号

みんなでやるぞね、中土佐町の子育て みんなでやるぞね、中土佐町の子育て 125125
～　小学校も英語専科教員が授業を行っています　～～　小学校も英語専科教員が授業を行っています　～

○○

中土佐町教育委員会　☎ 57-2023

　中土佐町では、英語教育を町教育行政方針の中で重点

目標の一つに位置づけ、取り組んでいます。中でも、小

学校における英語教育については、これまでも先進的に

研究に取り組み、小学生の「英語の授業って楽しい」と

いう気持ちをはぐくむとともに、「英語をつかってコミュ

ニケーションをしてみよう」という意欲の育成に力を入

れてきました。同時に英語の学習を通して、異文化を知

り理解しようとする児童・生徒の育成も目指しています。

　小学校での英語科の学習では、ICT を積極的に活用

したり、体験的・活動的な学習を取り入れたりしてい

ます。「英語を聞き慣れること・言い慣れること」を大

切に、「これまでに学んだ英語を使って話してみる言語

活動」を中心とした授業を行っています。

　今年度からは、新学習指導要領完全実施に伴い、小学校英語専科教員を配置し、ALT とともに町内

3 校を回って授業を行っています。

　これからの小学校英語科の学習では、「英語をつかっ

てコミュニケーションを図ろうとする態度」や「身近で

簡単な事柄について、英語をつかって自分の考えや気持

ちを伝えあおうとする態度」の育成が求められています。

本町としましても、変化の大きなこれからの時代を、社

会や世界と関わり、よりよい人生を送るために必要な英

語力の身についた人材の育成を目指していきます。

教室だけでなく、体育館でも授業を

行っています。

1・2 年生は、体を使うゲーム的な活動

を通して、楽しく英語に親しみます。

写真は、上ノ加江小学校での英語の授業風景です。

自分の思いが相手に伝わるように、ジェスチャーも

つけて話します。伝えたい気持ちがあふれています。
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なかとさカレンダーなかとさカレンダー

日付 行事（場所）時間
時間外診療

受入病院

15 木 須崎くろしお病院

16 金 須崎くろしお病院

17 土 くぼかわ病院

18 日 大西病院

19 月 高陵病院

20 火 行政相談（大野見庁舎 1階会議室）9:00～ 12:00
育児相談（大野見保健福祉センター）14:00 ～ 16:00

須崎くろしお病院

21 水 くぼかわ病院

22 木 にこにこぼちぼちカフェ（あったかふれあいセンター「寄り家」）
9:30 ～ 11:30

須崎くろしお病院

23 金 総合美術展覧会（町民交流会館多目的ホール）9:00 ～ 17:00 須崎くろしお病院

24 土
矢井賀をよくする会モーニング

（矢井賀高齢者コミュニティーセンター）8:00 ～ 12:00
総合美術展覧会（町民交流会館多目的ホール）9:00 ～ 17:00

須崎くろしお病院

25 日 久礼小学校体育祭
総合美術展覧会（町民交流会館多目的ホール）9:00 ～ 17:00

須崎くろしお病院

26 月 高陵病院

27 火 須崎くろしお病院

28 水
10 月定例教育委員会（文化館 2階）  13:00 ～　※
ノルディックウォーキング講習会 in 上ノ加江

（上ノ加江公民館）13:30 ～ 15:00
くぼかわ病院

29 木 須崎くろしお病院

30 金 須崎くろしお病院

31 土 くぼかわ病院

1010月
10 月 15 日～ 11 月 15 日

☎ 市外局番　0889
 消 防 
中土佐分署　　　　  52-2319

 警 察 
久礼駐在所　　　　  52-2310
上ノ加江駐在所　　  54-0032
大野見駐在所　　　  57-2132

 病院・当番医連絡先
上ノ加江診療所　　  54-1111
大野見診療所　　　  57-2127
須崎くろしお病院　  43-2121
高陵病院　　　　　  42-2485
くぼかわ病院　0880-22-1111
梼原病院　　　0889-65-1151
大西病院　　　0880-22-1191

役場：中土佐地区
総　務　課（代表）　52-2211
企　画　課　　　  　52-2365
会　計　課　　　  　52-2212
町民環境課　　　　  52-2213
税　務　課　　　  　52-2214
議会事務局　　　　  52-2410
農林課分室　　　　  52-2471
建　設　課　　　  　52-2472
水産商工課　　　　  52-2473
教育委員会分室　　　　　　52-2661
（補導センター）　　　　　　〃
健康福祉課　　　　  52-2662
保健センター　　　　　〃
要保護児童窓口　　　　〃
教育相談室　　　　  52-2533
文化館図書室　　　  52-2277
上ノ加江支所　　　  54-0311
上ノ加江公民館　　  54-0950
障害者生活支援センター　　52-4820
地域包括支援センター　　52-3352
人権啓発センター　  52-3939

役場：大野見地区
地　域　課（代表）　57-2021
農　林　課　　　　  57-2022
農業委員会　　　　　　〃
教育委員会　　　　  57-2023
大野見青年の家　　  57-2129
大野見保健福祉センター　　57-2290
地域包括支援センター　　57-2290

 その他
社会福祉協議会　　  52-2058
　〃　大野見支所　  57-2217
シルバー人材センター　  52-4566
高幡東部清掃組合　  52-3538

▼
毎
月
20
日
は
県
民
交
通
安
全
の
日
▲
　
　
　
▼
毎
月
10
日
、
20
日
は
「
公
共
の
り
も
の
デ
ー
」
で
す
。
バ
ス
や
汽
車
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
▲

1 日 梼原病院

2 月 高陵病院

3 火 文化の日 くぼかわ病院

4 水 ひだまり（大野見保健福祉センター）9:30 ～ 11:30 くぼかわ病院

5 木 須崎くろしお病院

6 金 須崎くろしお病院

7 土 くぼかわ病院

8 日 くぼかわ病院

9 月 育児相談・母乳相談（久礼保育所）9:00～ 12:00、13:00～ 15:00 高陵病院

10 火 行政相談（中土佐庁舎 2階会議室）9:00～ 12:00 須崎くろしお病院

11 水 ノルディックウォーキング講習会 in 大野見
（大野見保健福祉センター）10:00 ～ 11:30

くぼかわ病院

12 木 須崎くろしお病院

13 金 須崎くろしお病院

14 土 矢井賀をよくする会モーニング
（矢井賀高齢者コミュニティセンター）8:00 ～ 12:00

須崎くろしお病院

15 日 大西病院

1111月

10 月 15 日～ 11 月 15 日

※傍聴をご希望の方は、教育委員会事務局までお問い合わせください。
【問い合わせ先】教育委員会事務局　☎ 57-2023

児童虐待防止月間
女性に対する暴力をなくす運動（12日～ 25 日）
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年金出張相談所年金出張相談所　開催のお知らせ開催のお知らせ
　高知西年金事務所の職員による年金相談所が開催されます。11 月 30 日はお一人お一人、高齢期　高知西年金事務所の職員による年金相談所が開催されます。11 月 30 日はお一人お一人、高齢期

の生活設計に思いを巡らしていただく日として、「年金の日」とされております。これを機に年金の額、の生活設計に思いを巡らしていただく日として、「年金の日」とされております。これを機に年金の額、

請求方法、加入期間など年金に関する疑問などをお気軽にご相談ください。請求方法、加入期間など年金に関する疑問などをお気軽にご相談ください。

日時：日時：11 月 18 日（水）10時～ 15 時（お一人様 30分以内）11月 18 日（水）10時～ 15 時（お一人様 30分以内）
場所：町民交流会館２階　集団指導室場所：町民交流会館２階　集団指導室

申し込み方法申し込み方法
11 月 11 日11 月 11 日までに高知西年金事務所 ( ☎ 088-875-1717) でご予約。までに高知西年金事務所 ( ☎ 088-875-1717) でご予約。

注意事項注意事項
※予約の方は当日の予約時間５分前には会場にお越しください。※予約の方は当日の予約時間５分前には会場にお越しください。
※相談にお越しの際には、年金証書、振込通知書、年金手帳や被保険者証といった、本人であること※相談にお越しの際には、年金証書、振込通知書、年金手帳や被保険者証といった、本人であること
　を確認できるものが必要です。　を確認できるものが必要です。
※本人以外の方が相談される場合には、本人からの委任状とお見えになる方の本人確認ができる身分※本人以外の方が相談される場合には、本人からの委任状とお見えになる方の本人確認ができる身分
　証明書（運転免許証等）が必要となります。　証明書（運転免許証等）が必要となります。
※共済年金単独の相談は対象外となります。※共済年金単独の相談は対象外となります。

【問い合わせ先】町民環境課【問い合わせ先】町民環境課　☎ 52-2213☎ 52-2213

24
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

088(832)5266
高知保険医協会

朝 9時から翌朝 9時まで 24
時間同じテーマが流れます。
日・祝日は前日と同じです。

10
月
の
テ
ー
マ

月
　
抜
け
た
ま
ま
の
歯
あ
り
ま
せ
ん
か
？

火
　
不
妊
で
お
悩
み
の
方
へ

水
　
ア
ン
チ
ド
ー
ピ
ン
グ
に
つ
い
て

木
　
大
丈
夫
で
す
か
？
あ
な
た
の
唾
液

金
　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

土
・
日

鍼
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
保
険
診
療
の
範
囲

なかとさ広報紙に広告掲載しませんか？なかとさ広報紙に広告掲載しませんか？
この枠が 1号広告の実物大ですこの枠が 1号広告の実物大です　（掲載料 5,000 円）　（掲載料 5,000 円）
※ 2号広告はこの 1/2 の大きさ（掲載料 3,000 円）※ 2号広告はこの 1/2 の大きさ（掲載料 3,000 円）
　 3 号広告はこの 1/4 の大きさ（掲載料 1,000 円）になります。　 3 号広告はこの 1/4 の大きさ（掲載料 1,000 円）になります。
　ただし、3号広告は個人の方に限らせていただきます。　ただし、3号広告は個人の方に限らせていただきます。
　掲載を希望する月の 1か月前までにお申し込みください。また、掲載月の予約も可能です。　掲載を希望する月の 1か月前までにお申し込みください。また、掲載月の予約も可能です。

【申込・問い合わせ先】企画課　広報係　☎ 52-2365　FAX 52-4511【申込・問い合わせ先】企画課　広報係　☎ 52-2365　FAX 52-4511



18広報なかとさ　№ 178 ――――― ―――――　2020 年 10 月号

肩
甲
骨

　

ず
い
ぶ
ん
と
朝
晩
涼
し
く
な
っ
て
き
た
。
日
が
短
く
な
る

と
さ
み
し
い
気
持
ち
に
も
な
る
け
れ
ど
、
ゆ
っ
く
り
と
秋
に

な
っ
て
い
く
こ
の
時
期
が
過
ご
し
や
す
い
。
旬
の
梨
、
栗
、

柿
な
ど
の
果
物
や
新
米
を
味
わ
う
楽
し
み
も
あ
る
。

　

今
年
の
夏
は
、
汗
を
た
く
さ
ん
か
い
た
。
外
出
時
の
マ
ス

ク
着
用
で
余
計
に
汗
が
ど
っ
と
出
る
し
、
こ
ま
め
に
着
替
え

る
か
、
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
か
の
繰
り
返
し
だ
っ
た
。
こ
れ

と
言
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
気
持
ち
の
良
い
汗
を
か
く
タ
イ

プ
で
は
な
い
け
れ
ど
、
こ
の
頃
少
し
だ
け
体
を
動
か
す
の
も
楽
し
い
か
な
と

思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

散
歩
が
て
ら
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
無
理
な
く
空
い
た
時
間
に
続
け
て
い

る
。
一
日
ど
れ
だ
け
歩
け
る
の
か
？
歩
数
を
測
っ
て
み
る
と
、
相
変
わ
ら
ず

日
に
よ
っ
て
２
０
０
０
歩
か
ら
１
万
２
０
０
０
歩
と
ム
ラ
が
あ
る
。
松
下
君

に
教
わ
っ
た
、
簡
単
な
筋
ト
レ
を
歩
か
な
い
時
に
や
っ
て
み
る
と
足
が
疲
れ

な
く
な
っ
た
の
で
嬉
し
い
。

　

後
は
、
首
、
肩
あ
た
り
一
年
中
重
た
い
と
こ
ろ
な
の
で
ど
う
に
か
し
た
い
。

い
つ
も
長
時
間
机
に
向
か
っ
て
、
座
っ
て
作
業
す
る
事
も
多
か
っ
た
長
年
の

ツ
ケ
が
回
っ
て
来
た
。
特
に
肩
甲
骨
が
大
事
ら
し
い
。
自
分
の
背
中
に
肩
甲

骨
は
確
か
に
あ
る
も
の
の
、
ガ
チ
ガ
チ
で
埋
も
れ
て
い
る
。
去
年
の
ヨ
ガ
体

験
で
も
思
っ
た
。
普
段
意
識
し
て
深
呼
吸
し
て
い
な
い
し
、
使
わ
な
い
筋
肉

が
多
い
の
で
血
の
巡
り
は
悪
い
し
、
あ
ち
こ
ち
疲
労
感
ば
か
り
が
増
え
る
ん

だ
と
納
得
し
た
。健
康
の
た
め
に
近
所
の
奥
さ
ん
達
は
、体
操
し
た
り
、ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
頑
張
っ
て
い
る
人
も
い
る
。
す
ご
い
な
ぁ
と
い
つ
も
感
心
す
る
ば

か
り
だ
っ
た
け
れ
ど
、
無
理
な
く
続
け
ら
れ
る
自
分
に
合
っ
た
肩
甲
骨
あ
た

り
を
柔
ら
か
く
す
る
運
動
を
見
つ
け
て
や
っ
て
み
よ
う
。（
秋
本　

み
ゆ
き
）

　　　　編集委員の

　　　　　ひとり言
　　　　編集委員の

　　　　　ひとり言

　高知地方法務局と高知県人権擁護委員連合会では、女性

の人権問題解消に向け、下記のとおり電話相談の強化週間

を実施します。期間中は、土・日曜日も相談をお受けします。

また、平日は時間を延長し、19 時まで相談をお受けします。

【実施期間】

令和 2 年 11 月 12 日（木）～ 18 日（水）

【時間】　　

8 時 30 分から 17 時まで

ただし、土曜日・日曜日は 10 時から 17 時まで

【開設場所】

高知地方法務局人権擁護課

（土・日は高松法務局人権擁護部）

【電話番号】

☎ 0570-070-810（全国共通ナビダイヤル）

※一部の IP 電話からはご利用できない場合があります。

【取扱内容】　　

ドメスティック・バイオレンス、セクシュアル・ハラスメ

ント、ストーカー、離婚問題、暮らしの悩みごとなど女性

をめぐる人権問題

【その他】

相談は無料。秘密は厳守します

全国一斉

「女性の人権ホットライン」
強化週間

　南海トラフ地震等の災害が発生した時、「うち

の子は吠えるから一緒には避難出来ない……」な

どとお困りではありませんか？ペットとともに

「同行避難」するために、普段からやるべきしつ

けや、健康チェックについて一緒に学びましょ

う！

◆日時

11 月 29 日（日）　13 時半～ 15 時半

◆場所

須崎第二総合庁舎（須崎市東古市町 6 の 26）

◆対象

飼い主の方のみです。

※デモ犬によるデモンストレーションは行います

が犬同伴の教室ではありません。

◆講師

高知県愛玩動物協会

代表　斉藤　喜美子先生

◆申し込み先

※電話での申し込みが必要です。

須崎福祉保健所 衛生環境課　☎ 42-1999

犬のしつけ方教室の

ご案内

ただし、土曜日・日曜日は 10 時から 17 時まで
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文
芸
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
俳
句
、
短
歌
、
絵
手
紙
な
ど
、
皆
さ
ん
の
心
温
ま
る
作
品
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

文
芸
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
俳
句
、
短
歌
、
絵
手
紙
な
ど
、
皆
さ
ん
の
心
温
ま
る
作
品
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
封
書
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
役
場
企
画
課
内
広
報
編
集
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
送
り
く

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
封
書
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
役
場
企
画
課
内
広
報
編
集
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。
な
お
、
希
望
多
数
の
場
合
、
掲
載
を
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

だ
さ
い
。
な
お
、
希
望
多
数
の
場
合
、
掲
載
を
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
手
書
き
の
場
合
は
誤
字
を
防
ぐ
た
め
、
ふ
り
が
な
を
添
え
た
楷
書
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
手
書
き
の
場
合
は
誤
字
を
防
ぐ
た
め
、
ふ
り
が
な
を
添
え
た
楷
書
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
広
報
編
集
委
員
会
事
務
局　

【
問
い
合
わ
せ
先
】
広
報
編
集
委
員
会
事
務
局　

☎☎
５
２
‐
２
３
６
５

５
２
‐
２
３
６
５

趣
味
の
文
芸

趣
味
の
文
芸

趣
味
の
文
芸

短  

歌

町のベストセラー５
宮脇書店　新中土佐店 9 月調べ

順位 タ　イ　ト　ル 作者 出版社 価格（税込み）

1 位 アルルカンと道化師 池井戸 潤 講談社 1,760 円

2 位 気が付けば、終着駅 佐藤 愛子 中央公論新社 1,320 円

3 位 あきない世傳 金と銀 ㊈淵泉篇 高田 郁 角川春樹事務所 682 円

4 位 あの夏が飽和する。 ｶﾝｻﾞｷ ｲｵﾘ 河出書房新社 1,540 円

5 位 なぜ僕らは働くのか 池上 彰 学研プラス 1,650 円

中土佐町の便利屋 なんでもやプラス 中土佐店
ゴミ廃棄物撤去（タンス、机、ソファーなど家具類、ガラス、陶器、プラスチック、金属類など）
液体や生ごみ以外なんでも処分いたします。
各種リフォーム（網戸、襖、畳、床、壁紙張替、外壁・屋根塗装、温水便座取付けなど）
シロアリ駆除、引っ越し、墓地掃除、ソーラー温水器撤去、家屋解体

なんでもご相談ください！　　お見積り無料！！
お問合わせ　（株） PLUS （政岡）　☎ 0889-52-3220

各種リフォーム（網戸、襖、畳、床、壁紙張替、外壁・屋根塗装、温水便座取付けなど）

 広 告

無
為
徒
食
の
日
々
で
は
あ
る
が
暑
け
れ
ば
や
り
き
れ
ぬ
ほ
ど
汗
吹
き
や
ま
ず

子
供
が
作
っ
て
く
れ
た
栗
御
飯
秋
を
感
じ
て
ほ
く
ほ
く
食
べ
る

初
孫
の
花
嫁
姿
に
見
惚
れ
い
て
柔
毛
洗
い
し
産
湯
う
か
び
く

職
退
い
て
よ
う
や
く
わ
れ
が
得
た
る
も
の
真
夏
日
に
さ
え
安
ら
ぐ
読
書

鍬
の
辺
を
黄
蝶
白
蝶
と
び
か
う
に
心
あ
そ
ば
す
午
後
の
畑
に

約
四
里
と
聞
き
つ
つ
く
ぐ
る
瀬
戸
大
橋
新
型
コ
ロ
ナ
の
不
安
消
え
ぬ
が

達
筆
が
う
ら
や
ま
し
か
り
し
姉
な
る
に
齢
重
ね
て
拙
く
な
り
ぬ

油
蝉
が
朝
露
背
負
い
飛
び
来
た
り
心
地
良
さ
げ
か
わ
が
家
の
庭
木

ポ
リ
ス
マ
ン
ま
た
黒
人
を
射
殺
す
る
コ
ロ
ナ
が
照
ら
す
ア
メ
リ
カ
の
闇

唐
突
に
退
職
を
言
ふ
友
の
ゐ
て
瞳
は
は・

・や
も
明
日
を
見
て
ゐ
る

父
の
日
に
我
が
子
の
贈
る
飼
い
猫
の
便
り
嬉
し
き
そ
の
気
遣
い
も

黒
岩
や
よ
え

吉
岡　

磯
子

古
谷　

芳
子

下
元　

三
和

田
上　

信
子

岡
村　

宝
美

下
元　

秀
美

高
橋　

糸
美

池
田　

房
雄

谷
口　

益
恵

佐
竹　

敏
彦

（
大
野
見
）

（
大
野
見
）

（
大
野
見
）

（
大
野
見
）

（
大
野
見
）

（
大
野
見
）

（
大
野
見
）

（
大
野
見
）

（
久　
　

礼
）

（
上
ノ
加
江
）

（
上
ノ
加
江
）

8月の人口
男 　3,037（－ 104）
女 　3,507（－　99）
合計　6,544（－ 203）
世帯　3,459（－   45）

令和2年 1月からの出生届出数12人
※この数字は令和 2年 8月末現在の住
民基本台帳によるものです。
（）内は前年同月比
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美
術
館
の
ひ
と
と
き

美
術
館
の
ひ
と
と
き

文
化
情
報
〜
美
術
館
便
り

中
土
佐
町
立
美
術
館

☎
５
２
‐
４
４
４
４

～
そ
の
39
～

　日本の美術館ではマスメディアとの共催で、世界の美術館から人気のある美術品を借りた大々的　日本の美術館ではマスメディアとの共催で、世界の美術館から人気のある美術品を借りた大々的

な展覧会スタイルが定着していました。宣伝に誘われ長蛇の列に並んでチケットを買い、人混みにな展覧会スタイルが定着していました。宣伝に誘われ長蛇の列に並んでチケットを買い、人混みに

押された上に人気作品の前にも人だかり、とりあえず見たというだけの観光や興行の類に近い美術押された上に人気作品の前にも人だかり、とりあえず見たというだけの観光や興行の類に近い美術

館での鑑賞です。近年のそうした風潮を考え直させたのが今年のコロナ禍です。今後は都市部の主館での鑑賞です。近年のそうした風潮を考え直させたのが今年のコロナ禍です。今後は都市部の主

要な美術館でも、所蔵するコレクションを中心とした展覧会に力を入れる方向に舵を切っていくだ要な美術館でも、所蔵するコレクションを中心とした展覧会に力を入れる方向に舵を切っていくだ

ろうといわれています。ろうといわれています。

　もっとも、当美術館はスタイルを変更することもなく、本来あるべき美術鑑賞が常日頃からでき　もっとも、当美術館はスタイルを変更することもなく、本来あるべき美術鑑賞が常日頃からでき

ており、（有名作品を呼べる予算や飾れる設備環境もなく、密になることもめったになく……）町ており、（有名作品を呼べる予算や飾れる設備環境もなく、密になることもめったになく……）町

外の愛好者からは本当にうらやましがられる町立美術館の存在なのです。貸切状態で芸術に浸れる外の愛好者からは本当にうらやましがられる町立美術館の存在なのです。貸切状態で芸術に浸れる

空間の心地よさを改めて実感してみませんか。空間の心地よさを改めて実感してみませんか。

　一部特別展以外、町内 65 歳以上の方は無料、一般の方は年間優待券 (600 円 ) があります。　一部特別展以外、町内 65 歳以上の方は無料、一般の方は年間優待券 (600 円 ) があります。

（館長　市川 雅彦）（館長　市川 雅彦）

　日本の美術館ではマスメディアとの共催で、世界の美術館から人気のある美術品を借りた大々的

な展覧会スタイルが定着していました。宣伝に誘われ長蛇の列に並んでチケットを買い、人混みに

押された上に人気作品の前にも人だかり、とりあえず見たというだけの観光や興行の類に近い美術

館での鑑賞です。近年のそうした風潮を考え直させたのが今年のコロナ禍です。今後は都市部の主

要な美術館でも、所蔵するコレクションを中心とした展覧会に力を入れる方向に舵を切っていくだ

ろうといわれています。

　もっとも、当美術館はスタイルを変更することもなく、本来あるべき美術鑑賞が常日頃からでき

ており、（有名作品を呼べる予算や飾れる設備環境もなく、密になることもめったになく……）町

外の愛好者からは本当にうらやましがられる町立美術館の存在なのです。貸切状態で芸術に浸れる

空間の心地よさを改めて実感してみませんか。

　一部特別展以外、町内 65 歳以上の方は無料、一般の方は年間優待券（600 円）があります。

（館長　市川 雅彦）

東孝子作品展
9月 26日（土）～ 10 月 11 日（日）

　第 3 回中土佐町立美術館大

賞展で大賞を受賞した宿毛市

の作家、東孝子さんの日本画

作品展です。近作 31 点を展

示しています。

　画家の心が捉えた人や街そ

して自然、画面にあふれる詩

情は見る人の心に優しさを届

けてくれます。秋のひととき、

日常を離れ静かに作品と語り

合う贅沢があっていいかもし

れません。

　日本画、洋画、水彩画、版

画など平面絵画の全国公募展

です。趣味で絵を描かれてい

る方の応募も期待しています。
▶
東
孝
子

　「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」

▶
香
月
泰
男

　「
サ
ン
・
ポ
ー
ロ
」

あふれる詩情展
10月15日（木）～12月13日（日）

第 4 回

中土佐町立美術館大賞展
【開催期間】

12 月 19 日（土）～ 1月 24 日（日）
【応募期間】

10月16日（金）～11月16日（月）

「中土佐町暮らしの便利帳」発行について
　町と（株）サイネックスが共同して、行政情報や地域情報を 1 冊

にまとめた「中土佐町暮らしの便利帳」を発行します。中土佐町合併

15 周年記念事業として、来年 4 月に町内各世帯に配布する予定です。

　制作にあたっては、町が行政情報や地域情報などを提供し、（株）

サイネックスが編集・製本・配布・広告販売を行い、発行に必要な制

作費は、広告費によってまかないます。この取り組みは、全国 960

の市町村で行われています。（令和 2 年 7 月末時点）

　行政手続きをはじめ公共施設の案内、医療機関の情報、観光情報、

歴史・文化などの生活に役立つ総合情報や中土佐町の魅力を 1 冊に凝

縮します。

事業者の皆さんへ
この便利帳の広告主になっていただける事業者さんを、（株）サイネックスが訪問します。
発行へのご理解と広告掲載のご協力をお願いします。

【問い合わせ先】企画課　☎ 52-2365

※表紙はイメージです。


